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諫
早
市
要
請

～
地
元
業
者
の
仕
事
確
保

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続
を～

県
央
振
興
局
要
請

〜
若
い
人
た
ち
が
、
建
設
業
に

魅
力
を
感
じ
る
施
策
を
〜

八
月
二
十
日
㈫
十
一
時
三
十

分
か
ら
、
諫
早
市
役
所
市
長
応

接
室
に
て
、
諫
早
市
長
に
対
し

要
請
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
五

名
、
組
合
・
協
会
か
ら
は
田
上

委
員
長
、
北
村
会
長
他
十
二
名

が
出
席
。

始
め
に
北
村
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
田

上
委
員
長
が
要
請
書
の
趣
旨
を

説
明
。
宮
本
市
長
は
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
十
分
理
解
し
て
お
り
、
①

労
務
単
価
・
積
算
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
標
準
を
使
用
し
て
お

り
大
き
な
差
は
な
い
と
思
う
が
、

賃
金
が
末
端
の
労
働
者
に
行
き

渡
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

は
と
思
っ
て
い
る
。
②
工
事
発

注
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

分
離
分
割
発
注
に
努
め
、
市
内

の
業
者
へ
の
優
先
発
注
に
心
掛

け
て
い
る
。
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
に
つ
い
て
は
、
毎
年
大

き
な
変
動
が
な
い
よ
う
、
ま
た

一
定
の
期
間
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
制
度
も
色
々
あ
る
が
、
そ

う
い
う
も
の
に
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。」
と

あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
諫
早
市
で
は
大
き
な

転
換
を
平
成
二
十
三
度
に
行
い
、

土
地
利
用
の
促
進
に
努
め
て
い

る
。
今
ま
で
調
整
区
域
に
家
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

所
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
規
制
緩
和
に
よ

り
皆
さ
ん
が
活
性
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
色
々
な
好
循
環
が
で

て
く
る
と
思
っ
て
お
り
、
こ
う

い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
築
工
事
の
発
注

に
関
し
て
工
事
金
額
が
少
な
い

工
事
の
発
注
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
で
き
る
限
り
分
割
発
注

等
に
よ
り
発
注
件
数
が
増
加
す

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
旨
の
要

望
や
質
問
等
を
行
い
、
終
了
し

ま
し
た
。

八
月
二
十
日
㈫
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
、
県
央
振
興
局
長
に

対
し
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
山
下
局
長

他
六
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
田

上
委
員
長
、
北
村
会
長
他
十
七

名
が
出
席
。

始
め
に
局
長
室
に
お
い
て
、

北
村
会
長
か
ら
山
下
局
長
へ
要

請
書
を
手
渡
し
、
田
上
委
員
長

が
要
望
主
旨
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
後
、
場
所
を
会
議
室
に
移

し
、
建
設
部
長
か
ら
要
望
事
項

に
対
す
る
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
「
県

政
全
般
に
渡
る
も
の
で
地
方
機

関
で
は
具
体
的
に
回
答
で
き
る

も
の
は
少
な
い
と
思
う
が
、
地

方
機
関
の
こ
と
は
で
き
る
限
り

の
努
力
は
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
本
年
度
も
例
年
並
み
の
予

算
を
一
定
確
保
し
て
い
る
。
工

事
発
注
で
は
、
可
能
な
限
り
分

離
方
式
を
実
施
し
て
お
り
、
年

間
の
工
事
発
注
の
平
準
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
本
庁
住

宅
課
が
所
管
で
あ
る
の
で
、
こ

の
要
望
内
容
を
伝
え
る
」
と
回

答
。こ

れ
に
対
し
、
田
上
委
員
長

は
、
賃
金
に
関
し
「
賃
金
が
あ

る
程
度
上
が
ら
な
い
と
若
い
人

は
建
設
業
に
魅
力
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
週
休

二
日
制
が
今
、
い
ろ
い
ろ
な
所

で
言
わ
れ
て
い
る
が
、
週
休
二

日
制
に
よ
る
工
期
の
延
長
や
必

要
経
費
が
嵩
む
と
い
っ
た
こ
と

も
含
め
、
単
価
の
引
上
げ
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
要
望
。
そ

の
他
、
発
注
工
事
に
対
し
多
く

の
業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
等
を
要
望
し
、
終
了

し
ま
し
た
。

－

前
期
（
六
月
〜
十
一
月
）
目
標
二
〇
〇
名－

建
設
長
崎
第
七
十
四
回
定
期
大
会
で
、
新
年
度
の
組
織
拡
大
年

間
目
標
を
四
〇
〇
名
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
新
規
加
入
者
四
六
五
名
で
、
脱
退
者
三
七
一
名
を

差
し
引
く
と
九
十
四
名
の
増
加
と
な
り
四
年
連
続
で
年
間
実
増
を

達
成
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
年
間
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
て
、
前
期
・
後
期
に

分
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

前
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
六
か
月
間

と
し
、
目
標
二
〇
〇
名
に
設
定
。

各
支
部
で
は
、
ふ
れ
あ
い
行
動
な
ど
実
施
し
な
が
ら
目
標
達
成

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
組
合
未
加
入
の
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

※
紹
介
さ
れ
た
方
が
、組
合
加
入
さ
れ
た
場
合

三
か
月
後
に
三
、〇
〇
〇
円
進
呈
し
ま
す
。
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建設長崎大運動会
開催のお知らせ
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午前10時開会（※雨天中止）

ところ 琴海中部運動公園
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中中
小小
建建
設設
業業
者者
へへ
のの
工工
事事
発発
注注
・・
住住
宅宅
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
助助
成成
をを
要要
望望

地
元
建
設
業
者
の
活
用
・
工
事
単
価
の
引
上
げ
を

年
間
拡
大
目
標
400
名
に
設
定

4
年
連
続
増
勢
を
力
に

前
期
拡
大
成
功
へ

要
請
事
項

⑴

中
小
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

⑵

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払
い
に
関

す
る
要
請

⑶

工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定
に
関
す
る
要
請

⑷

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請

目 標（数）
12
10
10
14
17
10
16
20
13
15
14
15
11
12
8
3
200

支 部 名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
五 島
合 計

☆
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
組
織
を
大

き
く
し
ま
し
ょ
う
！

「
数
は
力
」
仲
間
を
増
や
し
て
影
響
力
を
高
め
、
要
求
実

現
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力

（
紹
介
）
が
必
要
で
す
！

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
繋
が
り
を
拡
大
に
活

か
し
ま
し
ょ
う
。

☆
組
合
が
大
き
く
な
れ
ば
、
魅
力
・
メ
リ
ッ

ト
も
充
実
・
発
展
し
ま
す
！

長
建
国
保
や
共
済
な
ど
、
組
合
の
運
動
は
、
数
が
増
え
れ

ば
充
実
・
発
展
に
繋
が
り
ま
す
。

9

▲県央振興局会議室 全体23名

▲山下局長へ要望書を手渡す北村協会長

▲諫早市役所 市長応接室 全体17名

〔前期拡大目標〕（6月～11月）

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）9月15日発行建 設 長 崎第651号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



県下１５支部県下１５支部

述べ769名参加！述べ769名参加！
支部大会開催支部大会開催

浦 上 西 支 部

開 催 日 8月23日（金）
開催場所 組合本部会館
参 加 者 67名
支 部 長 佐藤 昭彦
副支部長 村岡 広明
〃 下川 孝貴
〃 平出 壽夫
〃 木下 広次
〃 山形 信

書 記 長 大賀 修司

浦 上 東 支 部

開 催 日 9月9日（月）
開催場所 組合本部会館
参 加 者 46名
支 部 長 田崎 順一
副支部長 野口 耕平
〃 森 政一
〃 松田 隆人

書 記 長 若杉 孝雄

西 彼 支 部

開 催 日 9月11日（水）
開催場所 時津町北部コミュニティセンター
参 加 者 74名
支 部 長 岩崎喜三郎
副支部長 中尾 豊
〃 山中 茂
〃 尾崎 光生
〃 脇川 雅隆
〃 徳永 八郎

書 記 長 森 一公

諫 早 支 部
開 催 日 8月29日（木）
開催場所 諫早市勤労者福祉会館
参 加 者 52名
支 部 長 木下 忠明
副支部長 中村 太司
〃 後田 博幸
〃 林 崇
〃 山崎 貞博
〃 藤原 保弘

書 記 長 松園 俊輔

大 村 支 部
開 催 日 8月22日（木）
開催場所 支部事務所
参 加 者 60名
支 部 長 中尾 政男
副支部長 一瀬 純男
〃 川田 洋一
〃 津上 章司
〃 金水 誠
〃 松野 隆志

書 記 長 山本祐一郎

島 原 支 部
開 催 日 9月12日（木）
開催場所 ウエディング石川マーキーズ
参 加 者 37名
支 部 長 山田 哲夫
副支部長 城 祐輔
〃 本田 岩勝
〃 川田 照重
〃 松田 年市
〃 木之田亮二
〃 小嶺 栄助

書 記 長 牛島 貴裕

佐 世 保 中 央 支 部

開 催 日 8月28日（水）
開催場所 ＪＡさせぼホール
参 加 者 55名
支 部 長 宮野 喜吉
副支部長 本田 英樹
〃 大島 𠮷博
〃 大水 幸生

書 記 長 井関 一幸

佐 世 保 東 支 部
開 催 日 8月30日（金）
開催場所 広田地区公民館
参 加 者 62名
支 部 長 茅原喜志男
副支部長 長島 則行
〃 大庭 真八
〃 小谷 守
〃 迎 稔
〃 鴨川 浩樹

佐 世 保 北 支 部
開 催 日 8月26日（月）
開催場所 中里皆瀬地区公民館
参 加 者 53名
支 部 長 福田 栄治
副支部長 柚元 美則
〃 松山 新二
〃 中村 忠男
〃 吉元 隆一

書 記 長 西田 光孝

北 松 支 部
開 催 日 9月13日（金）
開催場所 サンパーク吉井
参 加 者 52名
支 部 長 須藤 輝久
副支部長 近藤 力也
〃 坂中 善男
〃 萩原 正清
〃 田中 祐二

担 当 松浦 優紀

平 戸 支 部

開 催 日 8月27日（火）
開催場所 平戸海上ホテル
参 加 者 45名
支 部 長 岡田 眞
副支部長 原田 仁志
〃 大石 義孝
〃 大浦 広己

担 当 松浦 優紀

中 央 支 部
開 催 日 9月10日（火）
開催場所 地区労会館2階会議室
参 加 者 48名
支 部 長 本多 常秋
副支部長 馬渡 鉄洋
〃 山口 龍志
〃 福田 修
〃 西村 忠光
〃 中島 茂貴

書 記 長 古井 宏樹

大 浦 支 部
開 催 日 9月6日（金）
開催場所 大浦区民センター
参 加 者 32名
支 部 長 北村 五男
副支部長 平山 正則
〃 鳥田 時治
〃 古里 一紀
〃 宮副 辰則
〃 寺田 郁実

書 記 長 古井 宏樹

市 南 支 部
開 催 日 9月4日（水）
開催場所 長崎南商工会
参 加 者 44名
支 部 長 小宮 清治
副支部長 山下 洋二
〃 小泉 雄義
〃 中島 善明
〃 山﨑 昌晴
〃 一ノ瀬 崇

書 記 長 江頭 孝一

東 長 崎 支 部
開 催 日 9月2日（月）
開催場所 東長崎支所
参 加 者 42名
支 部 長 里 澄宏
副支部長 山村 篤司
〃 尾上 正範
〃 本村美喜男
〃 本田 勇

担 当 德永 輝斗

建設長崎第74回定期大会を受け、8月22日開催の「大村
支部大会」を皮切りに、県下15支部の大会が開催されまし
た。平成30年度の経過・決算の報告、令和元年度の運動方
針・予算の提案、新役員の決定が行われ、新体制がスター
トしました。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第651号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）9月15日発行
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和
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広
島
・
長
崎
の
慰
霊
碑
の
由
来

八
月
八
日
㈭
午
前
一
一
時
か

ら
、
原
爆
公
園
内
に
あ
る
「
建

設
労
働
者
職
人
・
原
爆
殉
難
慰

霊
・
不
戦
平
和
の
塔
」前
で「
原

爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
、
被
爆
七
十
四
周
年

を
迎
え
被
爆
者
の
方
も
年
々
高

齢
化
し
て
い
る
な
か
「
二
度
と

核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
、
二
度

と
戦
争
の
惨
劇
を
起
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
訴
え
続
け
る
為
に

毎
年
、
広
島
と
長
崎
で
、
原
爆

殉
難
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
全
建
総
連
主
催
の
慰

霊
祭
で
全
国
か
ら
三
十
県
連
・

組
合
一
七
〇
名
が
参
列
、
献
納

さ
れ
た
折
り
鶴
も
三
十
八
県

連
・
組
合
か
ら
一
二
九
、
七
二

九
羽
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
は
開
会
の
挨
拶
の
後
、

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
午
前

十
一
時
二
分
に
合
わ
せ
て
、
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
全
建
総
連
の

吉
田
中
央
執
行
委
員
長
、
広
島

建
労
の
岩
田
委
員
長
、
建
設
長

崎
の
田
上
執
行
委
員
長
が
代
表

し
て
献
花
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
各
県
連
か
ら
各
地
の
名
水

と
祈
り
を
込
め
た
折
り
鶴
が
献

納
さ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
全
建
総
連

吉
田
中
央
執
行
委
員
長
が
戦
後

守
り
続
け
て
き
た
平
和
主
義
に

基
づ
く
日
本
国
憲
法
が
、
安
倍

政
権
に
よ
っ
て
戦
争
が
出
来
る

国
作
り
を
目
指
し
て
い
る
事
に

対
し
て
、
平
和
憲
法
を
守
る
運

動
を
継
続
し
、
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
事
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
建
設
長
崎
を
代
表
し

田
上
執
行
委
員
長
が
、
国
連
で

採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
日
本
が
署
名
し
て
い
な

い
事
や
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
ロ
シ
ア
が
違
反
し
て
い
る

事
を
理
由
に
「
中
距
離
核
戦
力

全
廃
条
約
」
の
離
脱
を
表
明
す

る
な
ど
、
核
兵
器
競
争
の
再
熱

が
懸
念
さ
れ
、
平
和
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
事
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
、

白
菊
の
献
花
を
行
い
原
爆
殉
難

者
の
御
霊
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
の
一
切
を

終
了
し
ま
し
た
。

慰
霊
祭
終
了
後
、
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
に
会
場
を
移
し
て
、「
全

建
総
連
第
三
十
三
回
建
設
労
働

者
・
職
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

「
つ
ど
い
」
で
は
全
建
総
連

勝
野
書
記
長
の
開
会
の
挨
拶
と

主
催
者
を
代
表
し
て
吉
田
中
央

執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
地

元
組
合
あ
い
さ
つ
を
田
上
執
行

委
員
長
が
行
い
ま
し
た
。
講
演

と
し
て
漫
画
家
で
長
崎
大
学
非

常
勤
講
師
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
も
あ
る
「
西
岡
由
香
」
先

生
に
よ
る
原
爆
を
テ
ー
マ
と
し

た
自
ら
取
材
し
発
表
し
た
漫
画

を
用
い
て
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

と
被
爆
者
の
惨
状
を
報
告
し
ま

し
た
。

続
い
て
「
長
崎
か
ら
の
訴

え
」
を
建
設
長
崎
青
年
部
、
山

本
事
務
局
次
長
が
行
い
、
戦
争

や
核
兵
器
に
よ
る
惨
劇
を
二
度

と
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
核
兵
器
廃
絶
を
強
く
世
界
に

訴
え
、
平
和
憲
法
の
理
念
を
積

極
的
に
世
界
に
広
げ
て
行
く
事

が
日
本
の
努
め
で
あ
る
と
訴
え

て
原
水
爆
禁
止
建
設
労
働
者
・

職
員
の
つ
ど
い
を
終
了
し
ま
し

た
。

原
爆
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
、

核
廃
絶
と
平
和
を
訴
え
る
た

め
全
国
の
仲
間
の
カ
ン
パ
に

よ
っ
て
広
島
と
長
崎
に
慰
霊

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
の
分
裂
、
中
曽
根
首

相
が
「
核
を
使
う
の
は
保
有

国
の
勝
手
だ
」
と
の
発
言
、

米
ソ
の
軍
拡
競
争
な
ど
核
戦

争
の
恐
れ
が
高
ま
っ
て
い
た

時
期
で
し
た
。

広
島
の
慰
霊
碑
「
原
爆
犠

牲
建
設
労
働
者
・
職
人
乃

碑
」
は
高
さ
一
・
一
メ
ー
ト

ル
、
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
。

木
造
住
宅
の
屋
根
を
か
た
ど

り
御
影
石
で
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
一
九
八
八
年
八
月
五
日

に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
崎
の
慰
霊
碑
「
建
設
労

働
者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰

霊
不
戦
平
和
の
塔
」
は
高
さ

二
・
七
メ
ー
ト
ル
の
御
影
石
。

重
さ
は
三
・
五
ト
ン
。
大
小

五
つ
の
石
を
配
置
、
親
と
子

の
絆
と
愛
を
表
現
し
た
も
の

で
す
。
除
幕
式
は
一
九
八
八

年
八
月
八
日
に
行
わ
れ
、
多

く
の
仲
間
が
参
列
し
ま
し
た
。

ま
た
、
除
幕
式
で
は
広
島
、

長
崎
と
も
全
国
か
ら
折
り
鶴

が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

八
月
九
日
は
長
崎
に
と
っ
て
と

て
も
重
要
な
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
七
十
四
回
目
と
な
る
今
年

も
昨
年
に
引
き
続
き
浦
上
川
に

お
い
て
万
灯
流
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
後
五
時
過
ぎ
か
ら
道
板
と

桟
木
で
井
形
を
作
り
、
暗
く
な

り
始
め
た
七
時
頃
に
は
爆
心
地

公
園
か
ら
集
会
を
終
え
た
子
供

達
が
灯
篭
を
持
ち
浦
上
川
に
到

着
し
始
め
ま
す
。
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
た
灯
篭
を
一
つ
一
つ
組
合

員
さ
ん
が
預
か
り
井
形
へ
と
据

え
付
け
、
ろ
う
そ
く
に
灯
り
を

と
も
し
た
状
態
で
浦
上
川
へ
と

浮
か
べ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

灯
篭
が
川
に
浮
か
ぶ
頃
に
は
辺

り
は
暗
く
な
り
灯
篭
の
灯

り
が
川
面
を
優
し
く
照
ら

し
て
い
ま
し
た
。

一
列
に
繋
が
れ
た
灯
り
は
途

中
二
手
に
分
か
れ
な
が
ら
も
先

の
戦
争
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

へ
の
追
悼
と
こ
れ
か
ら
先
の
平

和
へ
の
祈
り
を
乗
せ
浦
上
川
を

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、
そ
の
様
子

を
多
く
の
方
が
見
守
り
見
送
り

ま
し
た
。
万
灯
が
流
れ
て
し
ま

う
頃
に
は
浦
上
川
は
普
段
の
静

寂
に
包
ま
れ
ま
し
た
が
見
送
っ

た
人
達
へ
追
悼
と
平
和
の
願
い

を
託
し
今
年
の
万
灯
流
し
も
終

了
し
ま
し
た
。

広
島
原
爆
慰
霊
祭

〜
全
国
の
仲
間
と
平
和
の
誓
い
新
た
に
〜

「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・
職
人
の
碑

第
三
十
二
回
慰
霊
祭
」
が
八
月
五
日
に

広
島
平
和
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
前
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
県
連
組
合
よ
り
九

十
一
名
の
仲
間
が
集
ま
り
、
慰
霊
碑
に

折
鶴
や
名
水
を
献
納
、
献
水
さ
れ
ま
し

た
。建

設
長
崎
か
ら
は
、
田
上
委
員
長
、

主
婦
会
か
ら
北
松
支
部
の
藤
田
さ
ん
、

横
田
さ
ん
の
二
名
が
参
列
し
原
爆
犠
牲

者
の
御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
誓
い
を
あ
ら

た
に
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な

事
だ
と
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

全
建
総
連
主
催

核
兵
器
に
よ
る
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て

も
う
二
度
と
核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
行
動
を
世
界
に
訴
え
る

平和への祈りを込めて
浦上川をやさしく照らす

浦上川万灯流し

全建総連 吉田委員長

建設長崎 田上委員長

▲川面を照らす祈りの灯

▲平和への願いを込めた万灯を手に訪れる子ども達

▲広島の慰霊碑

▲左から横田さん、田上委員長、藤田さん

▲長崎の慰霊碑
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大
浦
支
部

西
彼
支
部

佐
世
保
東
支
部

〜〜
包包
丁丁
研研
ぎぎ
もも
スス
ノノ
ココ
もも
大大
盛盛
況況
〜〜

戸
町
商
工
夏
祭
り

住
宅
デ
ー

八
月
十
七
日
㈯
台
風
一
過
の

晴
天
の
下
、
大
浦
支
部
で
は
戸

町
夏
祭
り
に
協
賛
し
て
の
住
宅

デ
ー
（
包
丁
研
ぎ
・
住
宅
相

談
）
を
十
七
名
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。

時
折
風
が
吹
く
も
の
の
、
厳

し
い
暑
さ
の
中
、
熱
中
症
に
注

意
を
し
な
が
ら
、
来
場
者
が

持
っ
て
こ
ら
れ
た
包
丁
を
主
婦

会
の
皆
さ
ん
が
受
付
を
し
、
研

ぎ
手
の
組
合
員
さ
ん
が
丁
寧
に

研
ぎ
上
げ
、
出
来
上
が
っ
た
包

丁
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
て
も
見
事
な
連
携
で
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
来

場
者
が
少
な
く
、
研
ぎ
上
げ
た

本
数
も
若
干
少
な
く
、
住
宅
相

談
も
な
か
っ
た
で
す
が
、
奉
仕

活
動
と
合
わ
せ
て
、
来
場
者
へ

仕
事
・
賃
金
確
保
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
チ
ラ
シ
を
渡
し
て
の
宣

伝
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

暑
い
中
、
参
加
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た

琴
海
分
会
住
宅
デ
ー

〜
全
体
二
八
五
本

砥
ぎ
上
げ
る
〜

西
彼
支
部
・
琴
海
分
会
で
は
、

毎
年
、
八
月
の
第
三
日
曜
日
に

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
津
町
か
ら
、
会
場
の
琴
海

町
内
へ
車
を
走
ら
せ
ま
す
と
、

道
脇
に「
桃
あ
り
ま
す
！
」「
巨

峰
、
大
特
価
」
な
ど
の
テ
ン
ト

を
目
に
し
、
ま
た
こ
の
時
季
が

や
っ
て
き
た
な
ぁ
と
、
し
み
じ

み
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
包
丁
砥
を

す
る
に
は
、
絶
好
の
曇
り
日
和

で
、
暑
す
ぎ
ず
さ
り
と
て
雨
で

作
業
が
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
極
力
、
鎌
や

鉈
、
鋏
な
ど
の
包
丁
以
外
の
モ

ノ
は
お
断
り
す
る
な
ど
、
件
数

も
丁
度
い
い
塩
梅
で
、
平
穏
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
三
十

六
名
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
参
加
者
》

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

工
藤

是
正

田
上

義
高

小
野

義
龍

松
尾

哲
夫

春
尾

末
吉

竹
﨑

初
雄

松
山

力
男

北

学

鳥
田

愛
子

松
本
の
ぶ
よ

北
村
す
み
子

北

サ
ナ
エ

田
上
委
員
長

西
平
書
記
長

《
参
加
者
》

岩
崎
喜
三
郎

中
尾

豊

徳
永

八
郎

相
川

雅
彦

山
中

茂

相
川

守

廣
瀬

茂
樹

前
尾

辰
美

相
川

一
吉

相
川

哲
男

松
尾

孝

道
平

政
文

岸
川
久
美
男

森

進

井
手

吉
一

浦

勝
彦

今
里

正
吉

岩
下

孟

松
山

義
廣

岑
山

義
徳

井
手

一
男

北
村

政
和

石
橋

宜
典

太
田

正
利

角
﨑

豊

林

一
弘

小
山

哲
男

小
野
田
国
夫

吉
田

等

井
川

治
美

松
本

菊
夫

山
崎

康
博

山
崎

春
雄

岸
山

正

浦
添

朝
夫

神
近

剛

支
部
親
睦
旅
行
会

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
九
月

一
日
・
二
日
（
日
・
月
）
の
二

日
間
、
組
合
員
さ
ん
、
主
婦
会

を
含
む
三
十
三
名
で
宮
崎
へ
支

部
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
雨
が
降
っ
て
お

り
、
時
折
激
し
く
降
る
事
も
あ

り
ま
し
た
が
無
事
に
皆
さ
ん
揃

い
ま
し
て
支
部
を
出
発
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
佐
世
保
大
塔

Ｉ
Ｃ
に
入
る
前
に
、
茅
原
支
部

長
の
乾
杯
で
ビ
ー
ル
や
お
茶
等

が
開
け
ら
れ
皆
さ
ん
の
お
腹
に

ス
ッ
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
金
立
Ｓ
Ａ
に
寄
っ
て
ト

イ
レ
休
憩
を
し
た
後
、
目
的
地

に
向
か
う
中
、
飲
み
す
ぎ
で
何

度
も
Ｓ
Ａ
に
寄
っ
て
は
ト
イ
レ

休
憩
の
繰
り
返
し
で
昼
食
会
場

に
間
に
合
う
か
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
余
裕
を
も
っ
て
着
い

た
事
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

昼
食
を
済
ま
せ
た
後
は
、
青

島
神
社
へ
バ
ス
を
走
ら
せ
無
事

に
到
着
を
し
ま
し
た
。
バ
ス
を

降
り
て
歩
い
て
行
く
人
が
い
る

中
、
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
に
乗
っ
て

い
る
人
も
い
て
羨
ま
し
か
っ
た

で
す
。

そ
の
後
、
本
日
お
泊
り
す
る

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
到
着
。
宴

会
ま
で
一
時
間
ほ
ど
時
間
が

あ
っ
た
た
め
、
お
部
屋
で
ゆ
っ

く
り
く
つ
ろ
い
で
い
る
方
や
、

露
天
風
呂
に
行
か
れ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
宴
会
で

は
地
元
の
素
材
を
使
っ
た
料
理

や
地
鶏
な
ど
が
出
さ
れ
、
皆
さ

ん
お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
宮
崎
神
宮
へ
観
光
を

し
、
皆
さ
ん
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

た
後
、
高
千
穂
峡
へ
と
バ
ス
を

走
ら
せ
ま
し
た
。
高
千
穂
峡
に

着
い
た
ら
、
バ
ス
を
降
り
て
、

約
三
キ
ロ
ほ
ど
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
あ
る
道
を
歩
き
ま
す
…
。
二

日
酔
い
の
方
も
ゼ
ェ
ゼ
ェ
言
い

な
が
ら
歩
き
ま
す
。
途
中
、
カ

メ
ラ
や
ス
マ
ホ
で
写
真
撮
影
を

し
な
が
ら
散
策
し
て
、
無
事
に

歩
き
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
昼
食
会
場
へ
は
バ
ス
に
乗
っ

て
行
き
昼
食
に
出
さ
れ
た
地
元

で
作
ら
れ
た
ご
飯
の
お
供
等
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
し
て
、
佐
世
保
へ
と
バ

ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

途
中
、
熊
本
の
馬
肉
専
門
店

に
寄
っ
て
、
馬
肉
を
試
食
し
た

り
購
入
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お

話
を
聞
い
た
り
、
ク
イ
ズ
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
な
が

ら
、
少
々
到
着
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
支

部
事
務
所
に
到
着
を
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
二
日
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
私
も
、
皆
さ
ま
と
一

緒
に
旅
行
に
行
け
た
事
が
良
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。（
祝
）

今
年
は
盆
明
け
か
ら
雨
天
が

続
き
、
当
日
も
朝
か
ら
天
気
が

悪
く
住
宅
デ
ー
を
開
催
で
き
る

か
心
配
で
し
た
が
、
何
と
か
雨

も
上
が
り
、
九
月
一
日
㈰
に
恒

例
の
西
山
分
会
住
宅
デ
ー
を
開

催
。

今
回
も
事
前
に
分
会
長
へ
ご

協
力
い
た
だ
き
、
西
山
自
治
会

の
回
覧
板
に
チ
ラ
シ
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
効
果
か
、
会

場
の
西
山
一
丁
目
公
民
館
に
は

受
付
時
間
前
か
ら
数
人
の
方
が

来
場
。

早
速
準
備
の
で
き
た
研
ぎ
手

の
組
合
員
さ
ん
が
研
ぎ
始
め
る

と
、
次
々
に
地
元
の
方
が
来
ら

れ
て
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削

り
と
大
盛
況
。
ス
ノ
コ
も
お
客

さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
て
加

工
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い

ま
し
た
が
、
持
ち
込
ん
だ
材
料

が
全
て
な
く
な
る
ほ
ど
こ
ち
ら

も
大
盛
況
で
し
た
。
例
年
に
比

べ
涼
し
い
中
で
の
作
業
で
し
た

が
、
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
、

主
婦
会
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

《
参
加
者
》
敬
称
略
順
不
同

本
多

常
秋

馬
渡

鉄
洋

西
村

忠
光

山
﨑

増
雄

下
峰

憲
人

内
野

幸
雄

田
森

勝

坂
口

忠
義

樋
口

正
人

石
橋

廣
喜

太
田

俊
一

馬
場

秀
行

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

内
野

計
子

若
杉
書
記
次
長

お
詫
び
と
訂
正

機
関
誌
「
建
設
長
崎
八

月
号
」
四
面
に
掲
載
し
ま

し
た
記
事
「
定
期
大
会
に

参
加
し
て
」
に
お
き
ま
し

て
、
佐
世
保
東
支
部
の
迎

さ
ん
の
氏
名
表
記
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正
し
く
は
、
左
記
記
載

で
す
。

（
正
）
迎

良
則

氏

中
央
支
部

～猛暑の中、頑張りました～

～３３名で宮崎へ親睦旅行会～
▲宮崎神宮での一枚

西 山 分 会 住 宅 デ ー

◀
形
上
会
場

◀
村
松
会
場

◀
長
浦
会
場
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○○○マート

＝領収証＝
2019年10月1日
お茶 500ml
缶コーヒー
絆創膏

合　計

@129× 2　※
@118× 3　※
@298× 1

（消費税率10%対象　　￥298）
（消費税率  8%対象　　￥612）

￥258
￥354
￥298

￥910

東京都新宿区高田馬場0-0-0
電話03（0000）0000

※…軽減税率対象商品

軽減税率対象

標準税率対象

酒類

一体資産（※）

医薬品・
医薬部外品等

※　一定の要件を満たす一体資産は、飲食料品として軽減税率の対象となります。

テイクアウト・
宅配等

飲食料品
（食品表示法に規定する食品）

＝

人の飲用又は食用に供されるもの

外食
レストラン

ケータリング等

有料老人ホーム等で
行う飲食料品の提供

3免税事業者も区分記載請求書等を
発行できます

4売上に軽減税率対象品目が無い場合
でも仕入の請求書等には対応が必要です

52023年10月からは
適格請求書等保存方式に

区分記載請求書等保存方式への事業者の対応

1区分記載請求書等保存方式とは

2軽減税率対象が無い場合は書式変更不要です

令和元年10月1日から消費税率の引き上げ
及び 軽減税率制度が実施されます

免税事業者も区分記載請求書等を発行できます。当然、課税事
業者は免税事業者が発行した区分記載請求書等でこれまで同様に
仕入税額控除することができます。
軽減税率対象品目が無い請求書等は前述の項目2のとおり、現
在の書式を変更することなく区分記載請求書等として発行するこ
とができます。

一方、2019年10月以降、一般課税事業者の仕入税額控除は仕入
先が発行した区分記載請求書等で行います。税率が混在した領収
書などには原則通り「軽減税率対象品目であること」と「税率ご
との税込金額」の記載が必要です。記載漏れのある領収書などで
は仕入税額控除ができません。
しかし、受領した領収書などに法定記載事項の記載漏れがある
場合は、受領した事業者が自ら漏れている事項を書き加えて適法
な区分記載請求書等とすることが認められています。
簡易課税事業者は仕入の領収書等や帳簿を消費税の経理で使用
しませんので、2019年10月以降の経理もこれまでと変わりません。
また、税率ごとの区分経理が困難な中小の一般課税事業者は

2019年10月からの1年間が属する課税期間中に限り簡易課税の事
後選択ができます（届出は2019年7月から）。

区分記載請求書等保存方式は2023年9月末までの4年間で終了
し、その後は適格請求書等保存方式に切り替わります。適格請求
書等保存方式では免税事業者の請求書等では仕入税額控除が認め
られません。課税事業者は「納税額の増加」、免税事業者は「消
費税分の値引き」や「課税事業者への転換」、「取引の終了」など
小零細事業者にとって死活問題に直結する対応を迫られます。

2019年10月から消費税率が10％になるとともに軽減税率制度が始まります。軽
減税率の対象は「酒を除く飲食料品」と「定期購買契約（配達される）の新聞」
で消費税率は8％です。
消費税課税事業者は制度導入以降、10％と
8％という複数の税率に対応した経理が必要
になります。この経理に対応するため、2019
年10月以降の請求書・領収書・レシートなど
には現在の記載内容に「軽減税率対象品目で
あること」と「税率ごとの税込金額」という
2つの新たな項目が法定記載事項として加わ
ります。これを区分記載請求書等といい、区
分記載請求書等の保管に基づいて仕入税額控
除を行う仕組みを区分記載請求書等保存方式
といいます。
右の例示は複数税率対象品目を含むレシー
トのイメージです。枠で囲った部分が区分記
載請求書等保存方式導入によって追加となる
項目です。

請求書に軽減税率対象品目がない場合は、追加された法定記載要件の「軽減税
率対象品目であること」の記載が不要であるとともに、税込の総合計金額が記載
されていれば「税率ごとの税込金額」が記載されているものとして扱われます。
「軽減税率対象品目はありません」や「10％対象品目合計（税込）」などといっ
た記載も不要です。
つまり、建設業をはじめ「軽減税率対象品目の売上がない事業者」で、現在「税
込の総合計金額」を記載した請求書を発行している場合は、何ら書式変更をする
ことなく現在の請求書を区分記載請求書として発行することができるということ
です。

《軽減税率の対象となる飲食料品の範囲》軽 減 税 率 の 対 象 品 目
飲食料品とは、食品表示法に規定する食品（酒類
を除きます。）をいい、一定の要件を満たす一体資産
を含みます。外食やケータリング等は、軽減税率の
対象品目には含まれません。
※ 食品表示法に規定する「食品」とは、全ての飲
食物をいい、人の飲用又は食用に供されるもので
す。また、「食品」には、「医薬品」、「医薬部外品」
及び「再生医療等製品」が含まれず、食品衛生法
に規定する「添加物」が含まれます。

軽減税率の対象となる新聞とは、一定の題号を用
い、政治、経済、社会、文化等に関する一般社会的
事実を掲載する週2回以上発行されるもので、定期
購読契約に基づくものをいいます。

飲食料品

新 聞

全
て
の
事
業
者

売上げや仕入れについて、取引ごとの税率により区分経理を行うことや、区分記載請求書等を交付す
る必要があります。

仕入れ（経費）について、会議費や交際費、雑費などの経費で飲食料品や新聞を購入する場合、区分
経理を行う等の対応が必要となります。

課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の交付を求められる場合があります。

飲食料品の売上げ・仕入れの
両方がある課税事業者の方

飲食料品の売上げがなくても、飲食料品
の仕入れ（経費）がある課税事業者の方

免 税 事 業 者 の 方

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）9月15日発行建 設 長 崎第651号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
会場（予定）

島原文化会館
中里皆瀬地区公民館
時津町北部コミュニティセンター

時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
10月27日㈰
11月10日㈰
11月24日㈰

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表

組
合
特
別
健
診
実
施
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
の
有
病
者
・

予
備
軍
を
抽
出
す
る
た
め
の
検

査
が
項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
組
合
で
は
、
そ
れ
以

外
の
独
自
の
検
査
項
目
と
し
て

特
定
健
康
診
査
時
に
「
胸
部
Ｘ

線
検
査
」
を
追
加
し
た
「
組
合

特
別
健
診
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

1.

受
診
対
象
者

本
年
四
月
一
日
現
在
で
長
建

国
保
に
加
入
し
て
い
る
四
十
歳

以
上
の
方
（
同
日
現
在
の
加
入

者
で
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
四
十
歳
に
な
る
方
を
含
む
）

で
特
定
健
診
受
診
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
。

（
受
診
対
象
者
に
は
特
定
健
診

受
診
券
を
本
年
五
月
頃
に
送
付

済
で
す
。）

2.

受
診
料

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇

円
で
す
。

3.

申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話

予
約
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は

「
長
建
国
保
の
、
特
定
健
診
に

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合

特
別
健
診
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。」と
一
言
添
え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健

康
診
査
受
診
券
』、『
質
問
票（
記

入
し
て
お
く
）』、『
保
険
証
』

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

4.

実
施
期
間

本
年
四
月
一
日
か
ら
、
翌
年

三
月
末
ま
で
実
施
致
し
ま
す
。

5.

健
診
の
内
容

診
察
・
脂
質
・
肝
機
能

代
謝
系
・
尿

各
検
査

＋

胸
部
Ｘ
線
検
査

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を開催します。
日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いただきます
ようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、本年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以
上の方（同日現在の加入者で翌年3月31日までに40歳になる方を含
む）で、長建国保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受
診することが出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前までに組合
支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。
■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項目申込者のみ）、
検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿蛋白）、血液検
査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、貧
血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）

※
注
意
事
項

▼
受
診
日
当
日
、
受
診
券
又
は

保
険
証
の
い
ず
れ
か
を
忘
れ
て

し
ま
う
と
特
定
健
康
診
査
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

▼
受
診
券
受
領
後
に
、
長
建
国

保
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
長
建

国
保
の
受
診
券
で
は
特
定
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
に
支
部
の
方
へ
受

診
券
を
返
却
し
て
下
さ
い
。

10月より消費税増となり料金が変更となる温泉施設が
ございます。次月号で改めてお知らせいたします。
（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助

券の使用は出来ません。

6．実施医療機関
095‐846‐1888

095‐871‐1515

095‐821‐1367

095‐857‐3000

095‐856‐1112

095‐861‐1477

095‐822‐3251

095‐821‐1214

095‐841‐9612

095‐848‐9171

095‐879‐0705

0956‐49‐3377

0957‐27‐2127

0957‐52‐2161

0950‐28‐1113

095‐822‐3151

0956‐33‐5335

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

佐世保市大和町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳洲会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎みなとメディカルセンター
（旧長崎市立市民病院）

十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

選択検査を受診される方は下記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。
受診料金（税込）
1，500円
2，000円
1，200円
無料

選択検査項目
胃がん検査（ペプシノーゲン）
胃がん（ＡＢＣ）検査（ペプシノーゲン＋ピロリ菌）
骨粗しょう症、骨密度検査
喀痰細胞診（肺がん3日間蓄痰）

受診料金（税込）
1，000円
1，500円
2，300円
無料

選択検査項目
前立腺がん検査

子宮頚がん検査（自己採取法）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
大腸がん検査（検便2日分）

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

利用者負担
（自己負担）

510円

350円

110円

200円

500円

100円

350円

400円

600円

360円

1，250円

780円

0円

300円

320円

160円

300円

350円

350円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円

350円

－

－

－

－

650円

700円

900円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

規定料金

840円

400円

410円

200円

800円

400円

750円

800円

1，000円

360円

1，550円

780円

0円

600円

320円

160円

750円

350円

650円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

平日料金
休日料金

通常料金

平日

休日

温泉施設
内場所

ホテル側

しまかぜ

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（5歳以上）

幼児
（5歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（6歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

［外湯］大人
（中学生以上）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

i+Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆
ホットヨガ
諫早もとの湯

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

所在地
電話番号

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

諫早市飯盛町
平古場279番地
0957‐28‐4141

東彼杵郡川棚町
小串郷272
0956‐82‐2661

東彼杵郡川棚町
小串郷237
0956‐82‐6868

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

300円

400円

300円

350円

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

400円

400円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

－

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

700円

－

規定料金

540円

324円

270円

161円

510円

300円

280円

100円

600円

400円

600円

350円

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

900円

400円

平日料金
休日料金

温泉施設
内場所利用区分

大人（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人（2歳以上）
［7：30～16：30］

小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人

小人
（12歳以上～16歳未満）

小人
（7歳以上～12歳未満）

幼児
（4歳以上～7歳未満）

大人
（中学生以上）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

指定温泉名称

望洋荘

いいもり月の丘

国民宿舎
くじゃく荘

※令和元年7月1日より

川棚大崎温泉
しおさいの湯
※令和元年7月1日より

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

県

北

地

区
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